
去
る
9
月
8
日
か
ら
19
日
ま
で
、
麻
生
ヤ
マ
ユ
リ
植
栽
普
及
会
主

催
に
よ
り
第
2
回
ヤ
マ
ユ
リ
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

麻
生
区
内
か
ら
80
点
を
超
え
る
力
作
が
集
ま
り
、
入
選
作
の
絞
り

込
み
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
安
藤
敬
さ
ん
の
作
品
「
堂
の
主
役
」

（
黒
川
の
毘
沙
門
天
堂
境
内
）
が
、
見
事
、
特
選
を
射
止
め
ま
し
た
。

<

評>

薮
か
ら
の
ぞ
き
見
す
る
ヤ
マ
ユ
リ
が
、
境
内
に
並
ぶ
地
蔵
を

バ
ッ
ク
に
浮
き
出
て
い
る
様
は
、
里
山
の
静
寂
の
中
に
夏
の
日
の
清

涼
感
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。

①

「
ヤ
マ
ユ
リ
」
の
鉢
植
え
栽
培
法
、
球
根

の
植
え
付
け
方
、
上
手
な
管
理
の
仕
方
な

ど
を
一
緒
に
実
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

①

日

時
：
11
月
23
日
（
日
）

開
会
：
午
後
１
時
30
分

閉
会
：
4
時
（
雨
天
決
行
）

②

場

所
：
麻
生
区
役
所
会
議
室

お
よ
び

区
役
所
前
広
場

③

定

員
：
30
名
（
抽
選
）

※

申
し
込
み
は
一
人
一
通
（
対
象
：

区
内
在
住
者
、
在
勤
者
、
在
学
者
）

④

受
講
料
：
１
、
５
０
０
円
（
材
料
費

：
原
種
球
根
、
鉢
、
用
土
な
ど
）

⑤

締
め
切
り
：
11
月
７
日(

金)
(

必
着
）

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
左
記

に
申
し
込
み

〒
２
１
５―

８
５
７
０

麻
生
区
万
福
寺
１
の
５
の
１

麻
生
区
役
所
地
域
振
興
課

「
麻
生
ヤ
マ
ユ
リ
植
栽
普
及
会
」
担
当

T
E
L

：
０
４
４―

９
６
５―

５
３
７
０

F
A
X

：
０
４
４―

９
６
５―

５
２
０
１

「ヤマユリ」を鉢植えで育ててみませんか

特選作 「堂の主役」

◆もくじ◆

区の花・鉢植え講習会：ヤマユリを庭で育ててみませんか・・・・・・１
ヤマユリの植え付けシーズンに向けて：・・・・・・・・・・・２
種まきは９月末、球根は１１月・・・・・・・・・・・・・３
７～９月普及活動便り！：今年も美しく芳しい開花に出会えました

第２回麻生ヤマユリ写真展・・・・・・・・４

麻生区地域課題対応事業 麻生ヤマユリ植栽普及会 H２６．１０．１ 発行
http://www.city.kawasaki.jp/asao/category/112-10-5-2-3-5-0-0-0-0.html



ヤマユリの開花まで

▲②3月下旬から４
月上旬 芽吹き

◆
ヤ
マ
ユ
リ
の
鉢
植
え
育
成
の

ポ
イ
ン
ト

<

植
え
付
け
方>

＊
鉢
の
大
き
さ
は
、

8
号
鉢
程
度
で
、
左
の
図
①
の
よ

う
に
底
に
多
数
の
穴
が
あ
る
も
の
。

＊
用
土
は
通
気
性
を
良
く
す
る
た

め
に
、
軽
石
、
赤
玉
土
、
腐
葉
土

を
用
い
ま
す
。
球
根
の
深
さ
は
球

根
3
つ
分
を
目
安
し
ま
す
。

<

管
理
の
仕
方>

＊
鉢
の
置
き
場
所

は
、
日
差
し
を
避
け
る
木
陰
が
最

適
。
長
時
間
の
夏
日
晒
し
は
厳
禁
。

敷
石
の
上
に
置
く
こ
と
も
重
要
。

＊
水
や
り
は
、
鉢
の
表
面
が
乾
い

た
ら
た
っ
ぷ
り
や
る
。
し
か
し
、

や
り
過
ぎ
は
、
根
腐
れ
を
起
こ
し

ま
す
。
肥
料
は
不
要
で
す
。

＊
ア
ブ
ラ
ム
シ
駆
除
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
、
左
の
生
育
写
真
を
参
照
。▲①ヤマユリの鉢仕立て･断面図

敷石

②

◆
植
栽
地
を
選
定
し
て
か
ら
植

え
付
け
ま
し
ょ
う
。

ヤ
マ
ユ
リ
が
生
育
す
る
場

所
は
、
水
は
け
の
良
い
斜
面
、

生
育
期
に
木
漏
れ
日
程
度
の

日
差
し
が
あ
る
こ
と
が
最
適

(

右
写
真
①)

。
特
に
、
夏
の

酷
暑
が
避
け
ら
れ
る
日
陰
斜

面
を
好
み
ま
す
。

区
内
住
宅
で
裏
斜
面
に
茂

る
樹
木
を
切
り
拓
く
と
、
翌

年
ヤ
マ
ユ
リ
が
芽
吹
き
綺
麗

な
花
が
咲
い
た
と
の
報
告
を

受
け
ま
す
。

元
々
、
麻
生
区
内
に
は
、

ヤ
マ
ユ
リ
の
群
落
が
あ
っ
た

と
か
。
そ
の
よ
う
な
場
所
で

は
、
条
件
が
整
え
ば
、
休
眠

か
ら
目
覚
め
て
、
種
の
保
存

の
た
め
に
芽
吹
く
と
か
（
研

究
家
の
話
）
。
生
命
の
不
思

議
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

◆
継
続
的
に
生
育
し
て
い
く
た

め
に
は
、
草
刈
り
管
理
等
が
必

須
で
す
。

春
3
月
の
芽
吹
き
に
始
ま

り
、
４
、
５
月
と
順
次
、
茎

丈
も
伸
び
１
㍍
以
上
に
な
り

ま
す
。
周
り
の
雑
草
や
つ
る

草
も
そ
れ
以
上
に
伸
び
ま
す

の
で
、
７
月
の
開
花
前
に
は
、

雑
草
の
膝
上
で
の
刈
り
込
み

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
罹
患
し
た

株
に
は
、
早
め
に
殺
虫
剤
を

散
布
し
ま
す
。

９
月
～
10
月
に
は
、
11
月

の
球
根
の
植
え
付
け
に
備
え

て
、
下
草
刈
り
を
行
い(

右
写

真)

、
刈
り
取
っ
た
草
は
、
掻

き
集
め
て
処
分
し
ま
す
。

◆
11
月
、い
よ
い
よ
球
根
の
植

え
付
け

翌
年
の
７
月
の
美
し
い
開

花
期
に
向
け
て
の
活
動
が
本

格
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
中
に

は
、
球
根
は
春
に
植
え
付
け

る
と
、
思
わ
れ
る
方
も
い
る

よ
う
で
す
が
、
病
気
な
ど
に

か
か
り
順
調
に
育
ち
ま
せ
ん
。

ヤ
マ
ユ
リ
の
球
根
の
植
え
付

け
は
“
晩
秋
”
と
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

①
球
根
の
植
え
付
け
場
所

は
、
傾
斜
面
で
雨
水
の
径
水

路
を
避
け
て
選
定
し
ま
す
。

②
植
え
付
け
年
が
判
別
で

き
る
よ
う
に
、
名
札
を
付
け

た
支
柱
を
立
て
ま
す
。

③
支
柱
の
側
に
深
さ
20
㎝

程
度
の
穴
を
掘
り
ま
す
。
球

根
の
根
を
拡
げ
る
よ
う
に
置

き
、
覆
土
を
掛
け
ま
す
。
そ

の
際
、
地
表
に
あ
っ
た
落
ち

葉
等
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
す
。

④
さ
ら
に
注
意
す
る
こ
と

は
、
埋
め
戻
し
た
所
が
、
窪

ん
で
雨
水
の
溜
ま
り
場
所
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
覆
土
を

盛
り
あ
げ
ま
す
。

＊

＊

こ
の
作
業
が
終
わ
る
と
来

春
３
月
下
旬
ま
で
は
、
そ
の

ま
ま
芽
吹
き
を
待
ち
ま
す
。

12
月
は
、
袋
掛
け
し
て
お

い
た
蒴(

種)

を
採
取
し
育
成

保
存
し
ま
す
。
ヤ
マ
ユ
リ
の

植
栽
作
業
は
、
３
月
か
ら
12

月
ま
で
の
10
ヶ
月
で
す
。

▲６月 つる草
等の除去

▲１０月 下草刈り

ヤマユリの植え付けシーズンに向けて！

▲深さ20㎝程度に球根を植え付け ▲目印付の支柱

万福寺おやしろ公園

下麻生まつのき緑地

ヤマユリが開花するまで



▲虫に食害された蒴▲①～④蒴を付けなかった花柄

▲⑦７月初旬 開花、
３，４日後、花弁が萎ん
だら花柄を切り取る

▲⑥６月下旬 白い蕾
が透き通ると開花する

▲⑤６月中旬 アブラ
ムシ避けの薬剤散布

▲③４月中旬ごろ ア
ブラムシ避けの薬剤散布

▲④５月末頃 アブラ
ムシ避けの薬剤散布

▲奨励賞楯

麻
生
ヤ
マ
ユ
リ
植
栽
普
及
会

奨
励
賞
を
受
賞

<

種
の
育
成
保
存
法>

◆
種
５
０
０
粒
と
バ
ー

ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
３
０
０

c
c

程
度
を
、
密
閉
で
き

る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
混
ぜ
合
わ
せ
、
そ
の

後
、
水
１
５
０c

c

に
殺

菌
剤
ベ
ン
レ
ー
ト
液
剤

２
㌘
を
溶
か
し
た
溶
液

を
入
れ
、
雨
水
等
が
入

ら
な
い
よ
う
に
密
閉
し

ま
す
（
左
写
真
）
。

◆
こ
れ
を
庭
の
木
陰
な

ど
で
冬
の
寒
さ
と
夏
の

暑
さ
に
晒
し
ま
す
。
こ

の
経
過
に
よ
っ
て
種
に

発
芽
を
促
す
ス
イ
ッ
チ

が
入
る
の
で
す
。

<

種
ま
き
の
仕
方>

◆
底
に
多
数
の
穴
が
あ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
が
最
適
。

鉢
底
石
を
敷
き
、

そ
の
上
に
赤
玉
土
と

腐
葉
土
を
１
対
１
の

割
合
で
混
ぜ
て
ま
き

土
を
整
え
ま
す
。
そ

の
上
に
育
成
保
存
し

た
種
を
ま
き
、
バ
ー

ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
・
赤

玉
土
・
川
砂
を
混
ぜ

た
覆
土
を
掛
け
る
。

9
月
末
、
一
年
越
し
の
種
の
播
種

▲種の育成保存袋

▲種まき仕立て

③

◆
当
会
で
は
、
ヤ
マ
ユ

リ
の
球
根
を
、
研
究
家

か
ら
譲
り
受
け
て
い
ま

す
が
、
高
価
で
入
手
が

困
難
た
め
、
種
を
プ
ラ

ン
タ
ー
で
育
て
て
か
ら

小
球
根
を
緑
地
に
戻
す

方
法
も
進
め
て
い
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
種
か

ら
1
輪
の
花
を
付
け
る

ま
で
に
5
、
6
年
。
ま

し
て
3
，
4
輪
の
花
を

付
け
る
ま
で
に
は
7
、

8
年
を
要
し
ま
す
。

◆
球
根
の
育
成
地
を
持

た
な
い
当
会
で
は
、
種

を
プ
ラ
ン
タ
ー
で
3
、

4
年
間
育
成
し
ビ
ー
玉

程
度
に
生
育
し
た
も
の

を
植
え
付
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
よ
う
や
く
2
、

3
輪
を
付
け
る
株
も

育
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
晩
秋
に
は
蒴
（
種
）

が
実
り
、
次
の
世
代
の

育
成
に
向
け
て
蒴
の
採

取
を
行
っ
て
い
ま
す
。

緑
地
で
は
、
ヤ
マ
ユ

リ
の
ひ
と
つ
蒴
の
中
か

ら
種
（
３
０
０
～
４
０

０
粒
）
が
、
風
に
乗
っ

て
飛
散
し
た
と
し
て
も
、

１
％
も
生
育
し
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。

◆
健
康
な
種
を
採
取
す

る
た
め
に
、
遅
く
て
も

9
月
初
旬
に
は
、
種
の

実
入
り
の
良
い
蒴
を
選

別
し
て
、
食
害
予
防
の

袋
か
け
作
業
（
左
上
写

真
）
を
行
い
ま
す
。

左
端
の
写
真
①
～
④

は
、
花
は
咲
い
て
も
実

の
付
け
な
い
花
柄
で
、

そ
の
右
の
写
真
は
、
蒴

の
生
育
期
に
食
害
さ
れ

た
も
の
で
す
。

今
年
は
、
１
０
０
以

上
開
花
し
た
こ
の
緑
地

で
も
30
蒴
程
度
の
袋
か

け
に
終
わ
り
ま
し
た
。

◆
晩
秋
に
蒴
を
採
取
し
、

そ
の
種
を
選
別
・
殺
菌

し
て
来
年
初
秋
の
種
ま

き
シ
ー
ズ
ン
ま
で
育
成

保
存
し
ま
す
。

▲虫の食害避けの袋掛け

▲健康に実った蒴

8
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
は
、
蒴
の
食
害
を
防
ぐ
袋
か
け

種まきは９月末、球根は１１月

③ ① ①

②

④

岡上梨子ノ木緑地

去
る
7
月
1
日
、
川

崎
市
制
90
周
年
記
念
式

典
が
、
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
そ
の
記

念
表
彰
式
に
お
い
て
、

当
会
が
奨
励
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

先
輩
諸
氏
の
想
い
を

受
け
継
い
で
8
年
。
区

の
花
に
制
定
さ
れ
ど
も
、

「
麻
生
区
に
ヤ
マ
ユ
リ

再
生
」
は
、
道
半
ば
、

今
後
に
向
け
て
の
叱
咤

激
励
と
受
け
止
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
こ
れ
ま

で
の
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
共
に
今
後

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



定例会議：原則、毎月第２木曜日 午後（１月は第３木）

会 場：交流館 やまゆり

植栽活動：指定の各緑地（月に1回～2回）

★問合せ・連絡先：当会会長（事務局）貞本 勉
TEL：０９０－７１７５－４９９５

E-mail：tsutomu.sadamoto@nifty.com

地域ボランティアのみなさんと一緒
に麻生区の花「ヤマユリ」に親しみな
がら緑地で汗を流してみませんか。

１０～１２月の主な予定

１０月：ヤマユリ植栽地下草刈り・球根植え付け

の準備

１１月２３日： ヤマユリ鉢植え講習会（区役所）

１１月～１２月 ヤマユリ植栽活動（６か所）

行事予定

④

1
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

ヤ
マ
ユ
リ
の
開
花
散
策
！

今
年
は
、
異
常
気
象
で
、

数
十
年
ぶ
り
の
大
雪
、
さ
ら

に
初
夏
か
ら
酷
暑
が
続
き
、

万
福
寺
、
王
禅
寺
、
岡
上
の

各
植
栽
地
と
も
保
全
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
混
乱
し
ま

し
た
。
が
、
見
事
に
開
花
期

を
迎
え
、
各
植
栽
地
で
の
散

策
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
区
役
所
の
ロ
ビ
ー

で
は
パ
ネ
ル
と
鉢
植
え
ヤ
マ

ユ
リ
の
展
示
、
庭
の
植
え
込

み
に
も
20
鉢
展
示
。

さ
ら
に
、
片
平
の
個
人
宅

か
ら
、
6
月
中
旬
、
「
庭
に

自
生
ヤ
マ
ユ
リ
が
開
花
し
た

よ
」
と
の
ご
案
内
を
受
け
て
、

疑
心
暗
鬼
で
訪
問
し
ま
し
た
。

咲
き
乱
れ
る
自
生
ヤ
マ
ユ

リ
見
事
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

ご
主
人
の
話
で
は
、
毎
年
こ

の
時
節
に
開
花
す
る
と
か
。

一
方
、
6
月
始
め
に
当
会

の
広
報
紙
な
ど
で
、
植
栽
地

の
開
花
情
報
を
ま
と
め
て
紹

介
し
て
、
ヤ
マ
ユ
リ
の
写
真

作
品
の
応
募
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

9
月
８
日
よ
り
、
区
役
所

の
ロ
ビ
ー
で
、
盛
大
な
写
真

展
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
（
下
記
参
照
）
。

▲ 区役所植え込み

▲王禅寺すぎのき緑地 ▲岡上梨子ノ木緑地

▲区役所ロビーでの展示

「小 路」

▲写真展の準備作業

「自生ヤマユリ 躍動」 「もうすぐ開花」入選作入選作 入選作

８
月
14
日
、
区
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作

品
（
総
計
80
点
）
の
審
査
会
を

開
き
ま
し
た
。

作
品
は
、
区
内
の
各
地
域
の

特
色
や
作
者
の
思
い
入
れ
の
あ

る
力
作
ば
か
り
で
、
評
価
委
員

を
悩
ま
す
選
考
と
な
り
ま
し
た
。

一
次
審
査
で
、
10
作
品
を
選

定
、
引
き
続
き
二
次
審
査
で
入

選
作
品
６
点
を
決
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
中
か
ら
最
高

評
価
を
獲
得
し
た
１
点
が
特
選

と
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
自
生
ヤ
マ
ユ
リ
の
花

自
身
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
里
山
の
雰
囲
気
の
あ
る

作
品
が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

9
月
8
日
～
19
日
ま
で
、
麻

生
区
役
所
の
ロ
ビ
ー
で
公
開
展

示
を
行
い
、
初
日
の
8
日
に
は
、

入
選
者
出
席
の
下
、
表
彰
式
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
こ
の
期
間
、

多
数
の
方
々
の
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

第
２
回
麻
生
ヤ
マ
ユ
リ
写
真
展

≪

特
選≫

「
堂
の
主
役
」

安
藤

敬

≪

入
選≫

「
も
う
す
ぐ
開
花
」

川
村

一

「
小

路
」

阿
閉
恒
道

「
自
生
ヤ
マ
ユ
リ

躍
動
」

藤
田
康
郎

「
小
学
生
が
育
て
た
ヤ
マ
ユ
リ
」

東
川
孝
子

「
朝
の
彩
り
」

中
山
正
毅

会員
募集中


